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(57)【要約】
【課題】映像表示装置が、３次元の映像表示を線順次で
左目画像、右目画像と表示するＰＲ方式である場合の、
液晶駆動部の自己発熱を低減させる。
【解決手段】液晶表示デバイスを制御するパネル駆動装
置は、映像信号と、前記映像信号のフォーマット情報を
受け取る入力部と、前記映像信号のフォーマットが３次
元映像信号であることを示す場合には、左目用画像のみ
、右目用画像のみに並べ替える並べ替え部と、前記並べ
替えした左目用画像と、前記並べ替えした右目用画像の
それぞれに対して垂直画素方向に対して低域通過処理す
る低域通過処理部と、前記低域通過処理した画像を、液
晶表示デバイスに対して描画する駆動部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶表示デバイスを制御するパネル駆動装置であって、
　映像信号と、前記映像信号のフォーマット情報を受け取る入力部と、
　前記映像信号のフォーマットが３次元映像信号であることを示す場合には、左目用画像
のみ、右目用画像のみに並べ替える並べ替え部と、
　前記並べ替えした左目用画像と、前記並べ替えした右目用画像のそれぞれに対して垂直
画素方向に対して低域通過処理する低域通過処理部と、
　前記低域通過処理した画像を、液晶表示デバイスに対して描画する駆動部と
を備えるパネル駆動装置。
【請求項２】
前記低域通過処理部は、
　前記フォーマット情報が、映像信号が２次元映像信号であることを示す場合には、前記
映像信号の一画面全体に対して低域通過処理をする請求項１記載のパネル駆動装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示部に映像を表示する液晶表示装置のパネル駆動部に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、薄型テレビ、携帯端末装置のディスプレイとして、画素毎にＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　
Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、薄膜トランジスタ）を設けたアクティブマトリクス型
の液晶表示装置（ＬＣＤ、Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）が多く用い
られている。このような液晶表示装置では、一般に、画面上部から下部に向かって、各画
素の補助容量素子および液晶素子に映像信号が線順次に書き込まれることにより各画素が
駆動される。
【０００３】
　ＴＦＴには映像信号に基く電圧が印加されて、印加電圧に応じて液晶の透過率が変化し
て階調表現を行う。このとき液晶駆動部は画像信号を１水平期間分保持する。同一極性の
画素信号を長時間にわたり印加すると画素の焼き付けが発生する。
【０００４】
　そこで、例えば特許文献１に記載の技術では、インターレース信号である入力映像信号
のフレーム間の比較結果に応じて、極性反転信号の極性を制御することで、画素の焼き付
けを抑えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３０９２７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　液晶表示装置を小型化するために液晶駆動部の個数を減らすと、液晶駆動部から出力さ
れる画素数も多くなるため、液晶駆動部の自己発熱が発生するという課題があった。
【０００７】
　さらに、映像表示装置が、３次元の映像表示を線順次で左目画像、右目画像と表示する
ＰＲ（Ｐａｔｔｅｒｎ　Ｒｅｔａｒｄｅｒ、パターンリターダー）方式である場合には、
入力された映像信号の１フレームのそのままには、視差がある右目用画像、または、左目
用画像が交互に線順次に並ぶことから、垂直方向の画素間の極性の変化が大きくなり、極
性反転させるために液晶駆動部の自己発熱も多くなるという課題があった。



(3) JP 2013-218097 A 2013.10.24

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の液晶表示デバイスを制御するパネル駆動装
置は、映像信号と、前記映像信号のフォーマット情報を受け取る入力部と、前記映像信号
のフォーマットが３次元映像信号であることを示す場合には、左目用画像のみ、右目用画
像のみに並べ替える並べ替え部と、前記並べ替えした左目用画像と、前記並べ替えした右
目用画像のそれぞれに対して垂直画素方向に対して低域通過処理する低域通過処理部と、
前記低域通過処理した画像を、液晶表示デバイスに対して描画する駆動部とを備える。
【０００９】
　この構成によれば、左目用画像と右目用画像とに対して、独立に低域通過処理を行うこ
とにより、り左目用画像と右目用画像とは混合しない。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、液晶表示デバイスで出力する左目用画像と右目用画像と混合せずに、
低域通過処理をすることで、３Ｄクロストークを抑えながら、液晶表示デバイスの駆動部
の温度上昇を抑制することが可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態における液晶パネル駆動装置の構成を示すブロック図
【図２】映像信号並べ替え部の入力映像信号、出力映像信号を示す図
【図３】入力映像信号が２次元映像信号であるときのゲート駆動部の出力ゲート信号のタ
イミングチャート
【図４】入力映像信号が３次元映像信号であるときのゲート駆動部の出力ゲート信号のタ
イミングチャート
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　（実施の形態）
　以下本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１３】
　図１は本発明の実施の形態における液晶パネル駆動装置の構成を表すである。液晶パネ
ル駆動装置は、映像信号並べ替え部１、ＬＰＦ（Ｌｏｗ－Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ、低域
通過フィルター）処理部４、温度情報取得部２、ゲイン設定部３、ＬＣＤ部（液晶表示部
）５とから構成される。ＬＣＤ部５は、ソース駆動部５１、ゲート駆動部５２、映像表示
部５３とから構成される。
【００１４】
　映像信号並べ替え部１を通じて入力された入力映像信号は、ＬＰＦ処理部４において低
域通過処理を行う。そして、その出力結果は、ＬＣＤ５により表示される。
【００１５】
　映像信号並べ替え部１は、入力映像信号のフォーマットを示すフォーマット信号に応じ
て映像信号を並べ替える。
【００１６】
　フォーマット信号は、入力映像信号が２次元映像信号であるか、または、３次元映像信
号であるかを示す。さらに、入力映像信号が３次元映像信号である場合には、左右それぞ
の映像信号が一ライン毎に出現する線順次か、または、左目用画像、右目用画像がフレー
ム毎に出現する面順次か、または、左目用画像が同一フレームの上半分に、右目用画像が
下半分に出現するＴＢ（Ｔｏｐ　Ｂｏｔｔｏｍ）方式か、左目用画像が同一フレームの左
半分に、右目用画像が右半分に出現するサイドバイサイド（Ｓｉｄｅ　ｂｙ　Ｓｉｄｅ）
方式であるか等を示す。
【００１７】
　映像信号並べ替え部１は、入力映像信号のフォーマット信号が３次元映像信号である場
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合には、図２（Ｂ）に示すように左目用画像の信号を集めて左目用信号（Ｌ１…Ｌｎ／２
）とし、続いて右目用画像の信号を集めて右目用信号（Ｒ１…Ｒｎ／２）として出力する
。
【００１８】
　図２（Ａ）においては、線順次で格納された３次元映像信号が、図２（Ｂ）に示すよう
に、上半分は左目用画像、下半分は右目用画像と並べ替えていることを示している。
【００１９】
　映像信号並べ替え部１は、フォーマット信号が２次元映像信号の場合には並べ替えは行
わない。また、ＴＢ方式の３次元映像信号である場合にも並び替えは行わない。
【００２０】
　一般に、液晶パネルにおいて、画素を駆動するために直流の駆動電圧を画素に印加する
と、液晶が劣化して寿命が短くなり、その結果、表示品位が低下することが知られている
。そこで、映像表示部５３では、各フレームにおいて、同一のソース信号線に印加する電
圧の極性は同一にされ、隣接するソース信号線に印加する電圧の極性は交互に異なる極性
にされている。映像表示部５３で、画素に印加する電圧の極性をフレームごとに反転させ
る交流電圧駆動の結果、ソース駆動部５１の温度上昇を伴う。
【００２１】
　温度情報取得部２は映像信号並べ替え部１から出力される映像信号に応じてソース駆動
部５１の温度情報を算出する。一般にソース駆動部５１の温度は、出力映像信号の垂直方
向の映像信号の変化量が大きいほど大きくなる。このことを用いて、映像信号並べ替え部
１から出力される信号の垂直方向の画素の変化量を調べて、ソース駆動部５１の温度情報
を推定する。
【００２２】
　ゲイン設定部３は、温度情報取得部２で取得した温度情報に基き、温度が高いと想定さ
れる場合に、より低域通過処理を強くきかせるようにＬＰＦ処理部４のゲインを設定する
。
【００２３】
　ＬＰＦ処理部４は垂直ＨＰＦ４１と乗算器４２と減算器４３とから構成される。ソース
駆動部５１の温度上昇の原因となる、入力映像信号の垂直方向の変化に伴う駆動回路の電
圧変化を抑えるため、ＬＰＦ処理部４は、入力映像信号の垂直方向に隣接する画素に対し
て低域通過処理を行う。つまり、垂直方向の画素の輝度変化は、輝度変化の高周波成分が
出るほど高くなるため、低域通過処理にて高周波成分をある程度抑える。ソース駆動部５
１の駆動回路の電圧が高くなれば、ソース駆動部５１の消費電力が高くなり温度上昇をも
たらす。温度情報取得部２により取得した、ソース駆動部５１の推定温度に応じて、ゲイ
ン設定部３は、ソース駆動部５１の温度が高くなると想定される場合にはＬＰＦ処理部４
のゲインを低く抑える。
【００２４】
　垂直ＨＰＦ４１は、映像信号並べ替え部１から出力される映像信号から垂直方向の高周
波成分を抽出する。
【００２５】
　乗算器４２は、垂直ＨＰＦ４１の出力とゲイン設定部３との出力を乗算する。
【００２６】
　減算器４３は、映像信号並べ替え部１の出力から乗算器４２の出力を減じ、出力映像信
号として出力する。
【００２７】
　ＬＣＤ５は、ソース駆動部５１とゲート駆動部５２と映像表示部５３とで構成される。
【００２８】
　ソース駆動部５１は、ＬＰＦ処理部４の出力映像信号に応じた電圧を映像表示部５３に
供給する。
【００２９】
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　ゲート駆動部５２は、フォーマット信号に応じたゲート信号を出力する。フォーマット
信号が２次元映像信号の場合には、映像信号並べ替え部１により入力映像信号の並び替え
は発生しないため、出力映像信号は順次、映像表示部５３にて表示される。
【００３０】
　図３に示すようにＧ１から順番にＧｎまで１水平期間だけゲート信号をＯＮにする。
【００３１】
　入力映像信号のフォーマット信号が３次元映像信号である場合には、映像表示部５３で
ＰＲ（パターンリターダ）方式で描画するために、左目用画像は奇数ラインに対して書き
込み、また、右目用画像は偶数ラインに書き込む。図４に示すようにＧ１、Ｇ３、・・・
、Ｇｎ－１と奇数ラインから先に１水平期間だけゲート信号をＯＮし左目用画像を書き込
み、続いてＧ２、Ｇ４、・・・、Ｇｎと偶数ラインのゲート信号を１水平期間だけＯＮし
て右目用画像を書き込む。
【００３２】
　映像表示部５３は画素毎にＴＦＴを設けたアクティブマトリクス型映像表示部であり、
ゲート駆動部５２から供給されるゲート信号に応じた画素にソース駆動部５１から供給さ
れる電圧を印加する。
【００３３】
　本実施の形態によれば、入力映像信号としてＰＲ方式の３次元映像信号が入力されたと
しても、入力映像信号を左目画像、右目画像を集めた後に、それぞれに独立にＬＰＦ処理
を行うため、ＰＲ方式の３Ｄ映像信号全体に対してＬＰＦ処理を行ってしまうと生じる左
目画像、右目画像の混合による３Ｄクロストークを発生させずに、ソース駆動部の発熱を
抑制することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明にかかる液晶表示装置のパネル駆動装置は、右目画像と左目用画像の混合による
３Ｄクロストークを発生させずに、ソース駆動部の発熱を抑制することが可能となり、特
に液晶表示パネルにおいて有用である。
【符号の説明】
【００３５】
　１　　映像信号並べ替え部
　２　　温度情報取得部
　３　　ゲイン設定部
　４　　ＬＰＦ処理部
　４１　　垂直ＨＰＦ
　４２　　乗算器
　４３　　減算器
　５　　ＬＣＤ部
　５１　　ソース駆動部
　５２　　ゲート駆動部
　５３　　映像表示部
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